
　

蝉
し
ぐ
れ
し
き
り
の
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
公
民
館

活
動
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
大
な
、
ご
理
解
と
、
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
よ
り
、
前
藤

森
公
民
館
長
の
勇
退
を
受
け
、

公
民
館
長
に
、
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
お
引
き
受
け
し
た
以

上
は
、
皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
頂
き
な
が
ら
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
主
公
民
館
で
は
、
今
年
も

例
年
ど
お
り
の
事
業
と
し
て
、

納
涼
盆
踊
り
大
会
（
８
月
13
日
）

市
民
体
育
祭
（
10
月
５
日
）
ハ

ウ
ス
祭
り
（
11
月
９
日
）
公
民

館
大
掃
除
（
12
月
29
日
）
新
年

互
礼
会
（
１
月
３
日
）
を
、
予

定
し
て
い
ま
す
。
又
、
今
年
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
公
民

館
を
会
場
に
県
主
小
学
校
児
童

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
で
は
５
月
に
鹿
児
島
県
志
布
志

市
志
布
志
町
に
研
修
に
行
き
ま
し

た
。

　

私
た
ち
の
地
域
で
農
業
の
生
産

を
と
お
し
て
一
村
一
品
と
６
次
産
業

化
を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
ほ

と
ん
ど
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た
さ
つ

ま
い
も
を
原
料
と
し
た
「
焼
酎
」

づ
く
り
に
着
目
し
て
の
こ
と
で
す
。

志
布
志
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
組

織
「
だ
い
や
め
」
が
焼
酎
（
創
年

の
志
）
を
自
ら
生
産
、
仕
込
み
ま

で
作
業
し
て
お
り
研
修
先
に
選
び

ま
し
た
。

　

ま
だ
薄
暗
く
４
時
半
の
目
が
さ

め
や
ら
ぬ
早
朝
出
発
、
片
道
約
11

時
間
の
道
の
り
で
し
た
。

　

参
加
者
は
、
こ
の
時
間
を
利
用

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
各
人
の

思
い
、
今
後
の
方
向
性
、
意
見
、

夢
等
雑
談
を
交
え
な
が
ら
貴
重
な

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

現
地
に
無
事
到
着
。
志
布
志
市
役

所
職
員
、
荒
平
さ
ん
の
ご
厚
意
で

現
地
の
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
を
し
ま

し
た
。
芋
づ
る
の
植
え
付
け
作
業

　

岡
田　

友
幸
様
（
亡　

母
）

　

佐
藤　

行
治
様
（
亡　

父
）

　

北
田
能
布
子
様
（
亡
義
兄
）

　

冨
岡　

哲
郎
様
（
亡　

妻
）

　

横
溝　

仁
志
様
（
亡　

父
）

　

北
田
能
布
子
様
（
亡
義
兄
）

　

佐
藤　

行
治
様
（
亡　

父
）

　

岡
本
好
範
・
綾
子
さ
ん

　
　

女
の
子　

実
桜
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
（
５
月
27
日
生
ま
れ
）
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第６号
発　行　
　県の里まちづくり推進協議会
　県主地区自治連合協議会
　県　主　公　民　館
　県主地区社会福祉協議会































県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

門
田
楽
寿
会
へ

西
方
楽
寿
会
へ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

出
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

を
対
象
と
し
た
土
曜
学
習

の
開
催
を
、
年
11
回
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

年
々
、
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
く
中
、
県
主
地

区
も
、
高
齢
化
率
が
31
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
、
生
涯
学
習

の
拠
点
と
し
て
、
三
世
代

の
人
た
ち
が
、
集
い
・
学

び
・
交
流
し
・
絆
を
深
め

て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、

公
民
館
職
員
と
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
の
方
た
ち
を
中

心
と
し
て
、
日
々
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
、
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

８
月
13
日…

盆
踊
り

９
月
14
日…

敬
老
会

10
月
５
日…

市
民
体
育
祭

10
月
26
日…

か
か
し
ま
つ
り

11
月
９
日…

ハ
ウ
ス
祭
り

12
月
29
日…

公
民
館
大
掃
除

１
月
３
日…

新
年
互
礼
会

に
加
わ
り
、
約
１
反
２
畝
の
畑
に

総
勢
30
名
で
芋
の
苗
を
約
４
千
本
、

40
分
程
で
植
え
ま
し
た
。
思
っ
て
い

た
よ
り
も
簡
単
に
で
き
、
こ
れ
な

ら
帰
っ
て
も
出
来
る
ぞ
と
自
信
が
つ

き
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の

歓
迎
会
で
は
、
焼
酎
会
社
の
社
長

や
市
議
会
議
員
、志
布
志
市
の
方
々

40
名
で
、お
互
い
に
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
主
に
も
来

て
も
ら
う
約
束
も
頂
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
朝
８
時
半
に
出
発
し

芋
づ
る
２
千
本
を
バ
ス
に
積
み
込
み
、

途
中
福
山
町
の
黒
酢
工
場
を
見
学

し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

人
と
人
と
の
繋
が
り
、
故
郷
の
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
き
想
い
が
膨
ら

み
、
と
て
も
元
気
の
も
ら
え
た
素

晴
ら
し
い
研
修
で
し
た
。

地
元
の
一
番
創
出
事
業

み　

お

み
の
り
の
里
部
会

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ


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県
主
公
民
館　

館
長　
　

山
本
勝
禧

み
の
り
の
里
部
会　

蔵
本　

正

「
６
次
産
業
研
修
視
察
」

使　　用　　料, 36

交　　際　　費, 30

委　　託　　料, 15

負　　担　　金, 10

予　　備　　費, 49

事業別
決算内訳
合計  2,415
単位：千円

地域事業費, 1052

需　　用　　費, 629

報　　償　　費,　215

備品購入費, 99

運営審議会, 95

役　　務　　費, 85

団体助成費, 100

８
月
13
日(

水)

　

行
事…

盆
踊
り
大
会

　

場
所…

小
学
校
運
動
場

10
月
５
日(

日
）

　

行
事…

第
49
回
市
民
体
育
祭

　

場
所…

井
原
市
陸
上
競
技
場

11
月
９
日
（
日
）

　

行
事…
第
36
回
ハ
ウ
ス
祭
り

　

場
所…
小
学
校
運
動
場
・
体
育
館

12
月
７
日
（
日
）

　

行
事…

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会

　

場
所…

井
原
市
Ｇ
Ｇ
場

27
年
１
月
３
日
（
土
）

　

行
事…

新
年
互
礼
会

　

場
所…

県
主
公
民
館

平
成
25
年
度
公
民
館
決
算
内
訳

館
長
就
任
の
ご
挨
拶

▲ 熱い想いを胸に県の里に芋の植え付け

今
年
度
の
主
な
公
民
館
行
事

●パソコン講座生募集●
公民館でパソコン講座を行います。
希望者は公民館にお問い合せ下さい。



館
長
就
任
の
ご
挨
拶

●パソコン講座生募集●
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こ
の
度
、
鳥
越
愛
子
前
会
長

の
後
を
引
き
継
ぎ
、
地
区
社
協

の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
ま
し
た
。
地
区
内

の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
活
動

に
対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
県
主
で
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
「
ふ
れ

あ
い
・
た
す
け
あ
い
・
さ
さ
え

あ
い
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
計
画
と
し
て
は
、
昨
年

度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
全
て

の
皆
様
が
、
心
豊
か
に
安
心
安

全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
役
員
、
福

祉
委
員
、
そ
し
て
地
区
内
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
毎
月
行
わ
れ
て
い

る
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
第

一
歩
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ご
近
所
の
方
々
の
集
ま

り
で
す
の
で
、
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し

て
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
。
お
世
話
係
り

の
皆
さ
ん
が
楽
し
い
企
画
を
立

て
て
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

浅
学
に
し
て
、
微
力
の
私
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
何
と
か
任
務

を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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◎
顧　

問　

生
駒
五
三
六

　
　
　
　
　

藤
森　

雅
和

◎
会　

長　

北
田　

雅
之

◎
副
会
長　

山
本　

勝
禧　

　
　

〃　
　

馬
越　

頴
三

◎
庶　

務　

藤
井　
　

護

◎
会　

計　

三
嶋　

佐
織

◎
理　

事　

森
下　

和
美

　
　
　
　
　

岡
田　

章
文

　
　
　
　
　

山
本　

俊
和

　
　
　
　
　

三
嶋　

貞
子

　
　
　
　
　

藤
井　

成
夫

　
　
　
　
　

野
宮　
　

悟

　
　
　
　
　

蔵
本　

恭
平

　
　
　
　
　

松
山　
　

誠

　
　
　
　
　

北
田　

勝
信

　
　
　
　
　

鳥
越　

愛
子

　
　
　
　
　

岡
田　

廣
康

　
　
　
　
　

廣
田　

文
子

　
　
　
　
　

池
田　

知
子

　
　
　
　
　

北
田　

伸
子

　
　
　
　
　

蔵
本　

久
美

　
　
　
　
　

松
山　

伸
子

　
　
　
　
　

森
本　

峰
子

　
　
　
　
　

佐
藤　

泉
美

　
　
　
　
　

蔵
本　

哲
治

　
　
　
　
　

生
駒
真
奈
美

　
　
　
　
　

三
嶋　

卓
也

　
　
　
　
　

藤
井　

京
子

　
　
　
　
　

中
野
む
つ
み

　
　
　
　
　

岡
田　
　

忍

　
　
　
　
　

鳥
越
千
恵
子

　
　
　
　
　

木
田　

秀
夫

◎
監　

事　

尾
山　

立
志

　
　
　
　
　

佐
藤　

聖
子

●
１
部

　
　

藤
井
美
和
子
・
藤
井　

和
恵

　
　

藤
井　

文
子
・
藤
井　

満
子

　
　

岡
田　

敏
枝

●
２
部

　
　

筒
井　

有
三
・
岡
田　

博
史

　
　

馬
越　

頴
三
・
岡
田　

和
正

　
　

三
嶋　

笑
子　

●
３
部

　
　

田
桑　

哲
朗
・
鳥
越　
　

昇

　
　

桝
平　

裕
子

●
４
部

　
　

上
野　

美
保
・
野
宮　

幸
子

　
　

馬
越　

京
子

●
５
部

　
　

南
村　

和
稔
・
安
原　

直
視

　
　

蔵
本　

拓
史
・
蔵
本　

恭
平

●
６
部

　
　

西
村　

久
義
・
森
下　

伸
二

　
　

吉
仲　

繁
雄
・
岡
田　

友
幸

●
７
部

　
　

西
平　

富
造
・
藤
田　

京
子

　
　

松
山　

伸
子
・
八
田　

和
子

●
８
部

　
　

北
田　

操
子
・
三
嶋　

清
実

●
９
部

　
　

生
駒　

悦
子
・
武
田
富
士
恵

　
　

森　
　

竹
久
・
池
田　

俊
美

●
10
部

　
　

川
上　

和
洋
・
北
田　

英
史

●
11
部

　
　

木
田　

秀
夫
・
松
井
功
之
助

　
　

松
本　

輝
義
・
蛭
田　

輝
治

平
成
26
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

平
成
26
年
度
福
祉
委
員
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蔵
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去
る
、
５
月
25
日
に
第
35
回

県
主
町
民
体
育
祭
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
種
目
は
、
リ
ー

ム
回
し
リ
レ
ー
や
、
玉
入
れ
、

団
結
力
が
必
要
な
綱
引
き
な
ど

で
最
後
は
会
場
内
全
員
に
よ
る

鳥
羽
踊
り
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

中
で
も
、
今
年
初
め
て
行
っ
た

パ
ン
食
い
競
争
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
の
16
名
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。
手
を
使
わ
ず

に
口
だ
け
で
ゴ
ム
紐
に
ぶ
ら
下

が
っ
た
パ
ン
は
、
簡
単
そ
う
に

見
え
相
手
が
パ
ン
を
ゲ
ッ
ト
す

る
と
自
分
の
パ
ン
が
ゴ
ム
の
力

で
上
下
に
動
き
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
取
れ
ず
悪
戦
苦
闘
す

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
最

後
は
美
味
し
い
パ
ン
に
舌
鼓
し

て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
優
勝
第
二
分
団
・

準
優
勝
第
一
分
団
・
第
三
位
第

四
分
団
・
敢
闘
賞
第
三
分
団
と

な
り
ま
し
た
が
、
何
よ
り
各
分

団
が
一
致
団
結
し
健
闘
し
た
こ

と
で
、
相
互
の
団
結
力
も
よ
り

一
層
深
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
暑

い
中
前
日
か
ら
の
準
備
、
当
日

お
世
話
下
さ
っ
た
方
々
、
そ
し

て
、
初
め
か
ら
最
後
ま
で
ご
声

援
下
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
も
皆
さ
ん
が
参
加

し
や
す
く
、
そ
し
て
面
白
い
種

目
を
入
れ
な
が
ら
盛
会
に
終
わ

れ
る
様
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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身
共
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の
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る
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６
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７
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９
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、
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に
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を

味
わ
い
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れ
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を
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る
。

　

ま
た
相
互
の
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睦
を
深
め
地

域
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会
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参
加
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る
。
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３
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こ
の
度
、
鳥
越
愛
子
前
会
長

の
後
を
引
き
継
ぎ
、
地
区
社
協

の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
ま
し
た
。
地
区
内

の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
活
動

に
対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
県
主
で
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
「
ふ
れ

あ
い
・
た
す
け
あ
い
・
さ
さ
え

あ
い
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
計
画
と
し
て
は
、
昨
年

度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
全
て

の
皆
様
が
、
心
豊
か
に
安
心
安

全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
役
員
、
福

祉
委
員
、
そ
し
て
地
区
内
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
毎
月
行
わ
れ
て
い

る
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
第

一
歩
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ご
近
所
の
方
々
の
集
ま

り
で
す
の
で
、
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し

て
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
。
お
世
話
係
り

の
皆
さ
ん
が
楽
し
い
企
画
を
立

て
て
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

浅
学
に
し
て
、
微
力
の
私
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
何
と
か
任
務

を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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研
修
視
察
旅
行

７
月　

元
気
応
援
教
室

　
　
　

研
修
親
睦
旅
行

９
月　

社
会
奉
仕
作
業

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

10
月　

料
理
教
室

11
月　

親
睦
旅
行

12
月　

料
理
教
室

１
月　

健
康
講
座

２
月　

料
理
教
室

３
月　

清
掃
奉
仕
活
動

幼

児

学

級

家
庭
教
育
学
級

婦

人

学

級

高
齢
者
学
級

会
長　

北
田
雅
之

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

公
民
館
学
級
活
動
計
画

公
民
館
学
級
活
動
計
画
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昨
年
に
引
き
続
き
井
原
市
の

「
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金

の
申
請
を
行
な
い
ま
し
た
。
今

年
度
は
、

①
広
報
誌
発
行
事
業
（
継
続
）

②
や
す
ら
ぎ
の
里
事
業
「
福
祉

ア
ン
ケ
ー
ト
」

③
人
材
育
成
事
業
（
継
続
）

④「
か
か
し
」
に
よ
る
地
域
活

性
化
事
業
（
継
続
）

⑤
６
次
産
業
化
事
業
「
焼
酎
、

好
味
漬
け
」
へ
の
取
り
組
み
。

の
５
事
業
に
対
し
て
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。
説
明
の

後
で
、
審
査
委
員
長
の
吉
備
国

際
大
学
教
授
、
米
良
重
徳
先
生

か
ら
は
、

①
広
報
誌
の
「
み
ん
な
の
県

主
」
は
総
合
力
が
高
く
、
さ

ら
に
発
展
的
に
継
続
し
て
ほ

し
い
。

②
福
祉
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
結

果
に
よ
る
課
題
へ
の
取
組
み

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

③
人
材
育
成
は
、
今
後
と
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

④
か
か
し
へ
の
取
組
み
は
、
地

域
の
何
か
を
変
え
て
い
く
た

め
の
一
つ
の
手
段
だ
と
思
い

ま
す
。
か
か
し
を
観
光
資
源

と
し
て
集
客
を
し
、
付
随
す

る
農
産
物
に
よ
る
収
益
を
得

て
地
域
経
済
の
発
展
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

⑤
６
次
産
業
へ
の
取
組
み
に
つ

い
て
は
、
農
業
資
源
を
使
い
、

経
済
活
動
を
起
こ
す
た
め
に
、

夢
を
語
り
な
が
ら
楽
し
く
取

り
組
む
中
で
、
地
域
全
体
の

経
済
活
動
へ
発
展
す
る
よ
う

に
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

等
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
以
外
に
も
皆

様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
計

画
を
立
て
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

部 会の名称 地区 開催場所 開催日 会費／月 お世話係り
佐藤　京子
藤井　悦子
藤井須美江
山本　千秋
馬越　友與

佐藤　玉子
森谷みつゑ

野宮　幸子
上野　美保
馬越　京子
蔵本　元代
松田千恵子
蔵本　芳香
森下久美子
馬越　朝子
西本　照美
早田　裕美
石本　節子
石本喜代美
中野むつみ
佐藤　節子
土屋満里子
生駒　政子
藤井　保江
藤井マス子
池田　知子
佐藤　泉美
要田　千尋

対龍集会所 毎月１９日
13:30～

１部 ひまわりの会 淀 淀公民館 毎月１６日
14:00～ 200円

100円

３部 気楽会 実相 対龍集会所 毎月１９日
13:30～ 100円

２部 コスモスの会
太和
広江
仁古谷

200円

４部 みのり会 大谷 大谷公民館 毎月第４日曜日
14:00～

たんぽぽの会 門田上 門田上公民館 毎月第２水曜日
13:30～

200円

５部 しんぼく会 蔵本
都恵 親睦公民館 毎月１８日

14:00～

県主公民館 毎月２７日
14:00～

200円

７部 むつみ会 石仏・木舟
中岡・井迫 西方上公民館 毎月１４日

14:00～ 200円

６部

200円

９部 すみれ会 大迫 大迫公民館 毎月２４日
14:00～ 200円

８部 七五三会
(なごみ会)

中耕地
甲子講

200円10部
11部 ニコニコ会 向山

西方住宅 向山公民館 毎月第３木曜日
14:00～

事業名 活動内容 担当者

①広報活動 広報紙
「みんなの県主」発行

森下　和美・岡田　　忍
鳥越千恵子・森本　峰子
佐藤　泉美

②ふれあい
　サービス活動

ふれあいサービスと安否確認に
対象者を訪問

野宮　　悟・松山　　誠
岡田　廣康・廣田　文子
池田　知子・鳥越　愛子

③友愛訪問活動
世代間交流
小学生と地区内サロンの交流
歳末に友愛訪問実施

中野むつみ・三嶋　貞子
岡田　廣康・廣田　文子
池田　知子・鳥越　愛子
蔵本　久美・北田　伸子

④地域交流活動 敬老会：自治会女性部と共催
大谷山三十三観音めぐり

松山　伸子・森本　峰子
佐藤　泉美・馬越　頴三
藤井　成夫・北田　雅之

⑤生きがい
　対策活動 ふれあい・いきいきサロン活動の推進

鳥越　愛子・廣田　文子
岡田　廣康・池田　知子
蔵本　久美・北田　伸子

⑥児童育成活動
児童クラブ育成活動

しめ縄・とんど集会の支援

蔵本　哲治・生駒真奈美
三嶋　佐織・三嶋　卓也
藤井　京子・蔵本　久美
三嶋　貞子

⑦健康づくり活動 健康講座の開催 山本　勝禧・中野むつみ

福祉委員研修
ご近所福祉ネットワーク活動

馬越　頴三・蔵本　恭平
松山　　誠・北田　勝信
藤井　　護・北田　雅之

理事視察研修 藤井　　護・三嶋　佐織

⑧研修活動

事業別
決算内訳
合計  １，123
単位：千円

平成25年度社協決算内訳
生きがい対策活動費, 300

ふれあいサービス活動費, 89

地域交流活動費, 43

広報活動費, 30

見守り活動費, 23

高齢者活動費, 20

友愛訪問活動費, 15

健康づくり活動費, 0

雑費, 32

児童育成活動費, 59

地域ボランティア活動費, 50

事務費, 158

市社協会費, 131

慶弔費, 130

研修費, 43

アドレス https://www.facebook.com/agatanosato
『県の里まちづくり　フェイスブック』

　

県
主
内
の
各
地
で
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
活
発
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
部
の
実
施
計
画
は
表
の
通
り
で
す
。
お
世
話
係
り

の
方
が
色
々
な
行
事
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
参
加
さ

れ
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
よ
り
多
く
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
実
施
計
画

平
成
26
年
度

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
実
施
計
画

平
成
26
年
度

平成26年度事業計画『
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
』ペ
ー
ジ
開
設

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

広
報
委
員
会

検索してみよう⇒

▲ふるさとかかし制作中 ▲かかしコンテスト実行委員会 ▲第１回かかしコンテストの様子

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
で
はF

acebook

ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

み
の
り
の
里
部
会
・
う
つ
く

し
い
里
部
会
な
ど
各
部
会
の
取

組
み
や
活
動
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
際

に
は
『
い
い
ね
』
や
励
ま
し
の

コ
メ
ン
ト
等
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
私
た
ち
の
町
『
県
の

里
』
を
元
気
あ
ふ
れ
る
住
み
や

す
い
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

『
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
』
の
申
請

『
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
』
の
申
請

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

会
長　

岡
田
章
文


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昨
年
に
引
き
続
き
井
原
市
の

「
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金

の
申
請
を
行
な
い
ま
し
た
。
今

年
度
は
、

①
広
報
誌
発
行
事
業
（
継
続
）

②
や
す
ら
ぎ
の
里
事
業
「
福
祉

ア
ン
ケ
ー
ト
」

③
人
材
育
成
事
業
（
継
続
）

④「
か
か
し
」
に
よ
る
地
域
活

性
化
事
業
（
継
続
）

⑤
６
次
産
業
化
事
業
「
焼
酎
、

好
味
漬
け
」
へ
の
取
り
組
み
。

の
５
事
業
に
対
し
て
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。
説
明
の

後
で
、
審
査
委
員
長
の
吉
備
国

際
大
学
教
授
、
米
良
重
徳
先
生

か
ら
は
、

①
広
報
誌
の
「
み
ん
な
の
県

主
」
は
総
合
力
が
高
く
、
さ

ら
に
発
展
的
に
継
続
し
て
ほ

し
い
。

②
福
祉
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
結

果
に
よ
る
課
題
へ
の
取
組
み

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

③
人
材
育
成
は
、
今
後
と
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

④
か
か
し
へ
の
取
組
み
は
、
地

域
の
何
か
を
変
え
て
い
く
た

め
の
一
つ
の
手
段
だ
と
思
い

ま
す
。
か
か
し
を
観
光
資
源

と
し
て
集
客
を
し
、
付
随
す

る
農
産
物
に
よ
る
収
益
を
得

て
地
域
経
済
の
発
展
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

⑤
６
次
産
業
へ
の
取
組
み
に
つ

い
て
は
、
農
業
資
源
を
使
い
、

経
済
活
動
を
起
こ
す
た
め
に
、

夢
を
語
り
な
が
ら
楽
し
く
取

り
組
む
中
で
、
地
域
全
体
の

経
済
活
動
へ
発
展
す
る
よ
う

に
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

等
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
以
外
に
も
皆

様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
計

画
を
立
て
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

部 会の名称 地区 開催場所 開催日 会費／月 お世話係り
佐藤　京子
藤井　悦子
藤井須美江
山本　千秋
馬越　友與

佐藤　玉子
森谷みつゑ

野宮　幸子
上野　美保
馬越　京子
蔵本　元代
松田千恵子
蔵本　芳香
森下久美子
馬越　朝子
西本　照美
早田　裕美
石本　節子
石本喜代美
中野むつみ
佐藤　節子
土屋満里子
生駒　政子
藤井　保江
藤井マス子
池田　知子
佐藤　泉美
要田　千尋

対龍集会所 毎月１９日
13:30～

１部 ひまわりの会 淀 淀公民館 毎月１６日
14:00～ 200円

100円

３部 気楽会 実相 対龍集会所 毎月１９日
13:30～ 100円

２部 コスモスの会
太和
広江
仁古谷

200円

４部 みのり会 大谷 大谷公民館 毎月第４日曜日
14:00～

たんぽぽの会 門田上 門田上公民館 毎月第２水曜日
13:30～

200円

５部 しんぼく会 蔵本
都恵 親睦公民館 毎月１８日

14:00～

県主公民館 毎月２７日
14:00～

200円

７部 むつみ会 石仏・木舟
中岡・井迫 西方上公民館 毎月１４日

14:00～ 200円

６部

200円

９部 すみれ会 大迫 大迫公民館 毎月２４日
14:00～ 200円

８部 七五三会
(なごみ会)

中耕地
甲子講

200円10部
11部 ニコニコ会 向山

西方住宅 向山公民館 毎月第３木曜日
14:00～

事業名 活動内容 担当者

①広報活動 広報紙
「みんなの県主」発行

森下　和美・岡田　　忍
鳥越千恵子・森本　峰子
佐藤　泉美

②ふれあい
　サービス活動

ふれあいサービスと安否確認に
対象者を訪問

野宮　　悟・松山　　誠
岡田　廣康・廣田　文子
池田　知子・鳥越　愛子

③友愛訪問活動
世代間交流
小学生と地区内サロンの交流
歳末に友愛訪問実施

中野むつみ・三嶋　貞子
岡田　廣康・廣田　文子
池田　知子・鳥越　愛子
蔵本　久美・北田　伸子

④地域交流活動 敬老会：自治会女性部と共催
大谷山三十三観音めぐり

松山　伸子・森本　峰子
佐藤　泉美・馬越　頴三
藤井　成夫・北田　雅之

⑤生きがい
　対策活動 ふれあい・いきいきサロン活動の推進

鳥越　愛子・廣田　文子
岡田　廣康・池田　知子
蔵本　久美・北田　伸子

⑥児童育成活動
児童クラブ育成活動

しめ縄・とんど集会の支援

蔵本　哲治・生駒真奈美
三嶋　佐織・三嶋　卓也
藤井　京子・蔵本　久美
三嶋　貞子

⑦健康づくり活動 健康講座の開催 山本　勝禧・中野むつみ

福祉委員研修
ご近所福祉ネットワーク活動

馬越　頴三・蔵本　恭平
松山　　誠・北田　勝信
藤井　　護・北田　雅之

理事視察研修 藤井　　護・三嶋　佐織

⑧研修活動

事業別
決算内訳
合計  １，123
単位：千円

平成25年度社協決算内訳
生きがい対策活動費, 300

ふれあいサービス活動費, 89

地域交流活動費, 43

広報活動費, 30

見守り活動費, 23

高齢者活動費, 20

友愛訪問活動費, 15

健康づくり活動費, 0

雑費, 32

児童育成活動費, 59

地域ボランティア活動費, 50

事務費, 158

市社協会費, 131

慶弔費, 130

研修費, 43

アドレス https://www.facebook.com/agatanosato
『県の里まちづくり　フェイスブック』

　

県
主
内
の
各
地
で
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
活
発
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
部
の
実
施
計
画
は
表
の
通
り
で
す
。
お
世
話
係
り

の
方
が
色
々
な
行
事
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
参
加
さ

れ
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
よ
り
多
く
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
実
施
計
画

平
成
26
年
度

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
実
施
計
画

平
成
26
年
度

平成26年度事業計画『
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
』ペ
ー
ジ
開
設

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

広
報
委
員
会

検索してみよう⇒

▲ふるさとかかし制作中 ▲かかしコンテスト実行委員会 ▲第１回かかしコンテストの様子

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
で
はF

acebook

ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

み
の
り
の
里
部
会
・
う
つ
く

し
い
里
部
会
な
ど
各
部
会
の
取

組
み
や
活
動
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
際

に
は
『
い
い
ね
』
や
励
ま
し
の

コ
メ
ン
ト
等
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
私
た
ち
の
町
『
県
の

里
』
を
元
気
あ
ふ
れ
る
住
み
や

す
い
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

『
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
』
の
申
請

『
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
』
の
申
請

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

会
長　

岡
田
章
文
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7

だ

主

わ

い

県

5
15 市民の声を聴く会

6
14 鳥羽踊り伝承教室

6
13 幼稚園生が芋植え

6
22 婦人学級（ヨガ）

6
3
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

芋
植
え

公民館の玄関に届くフラワーアレンジメント

町民運動会5
25
町民運動会

▲力を合わせて！綱引き▲大会役員を先頭に入場行進

▲ペナント書き（藤森真澄さん）

▲大会長挨拶

▲何色かな　風船取り

▲息を合わせてムカデ競争　消防団

▲ハイレ！小学生玉入れ

市民の声を聴く会

鳥羽踊り伝承教室

幼稚園生が芋植え

婦人学級（ヨガ）

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

芋
植
え

公民館の玄関に届くフラワーアレンジメント
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▲ペナント書き（藤森真澄さん）

▲大会長挨拶

▲何色かな　風船取り

▲息を合わせてムカデ競争　消防団

▲ハイレ！小学生玉入れ
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蝉
し
ぐ
れ
し
き
り
の
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
公
民
館

活
動
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
大
な
、
ご
理
解
と
、
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
よ
り
、
前
藤

森
公
民
館
長
の
勇
退
を
受
け
、

公
民
館
長
に
、
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
お
引
き
受
け
し
た
以

上
は
、
皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
頂
き
な
が
ら
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
主
公
民
館
で
は
、
今
年
も

例
年
ど
お
り
の
事
業
と
し
て
、

納
涼
盆
踊
り
大
会
（
８
月
13
日
）

市
民
体
育
祭
（
10
月
５
日
）
ハ

ウ
ス
祭
り
（
11
月
９
日
）
公
民

館
大
掃
除
（
12
月
29
日
）
新
年

互
礼
会
（
１
月
３
日
）
を
、
予

定
し
て
い
ま
す
。
又
、
今
年
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
公
民

館
を
会
場
に
県
主
小
学
校
児
童

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
で
は
５
月
に
鹿
児
島
県
志
布
志

市
志
布
志
町
に
研
修
に
行
き
ま
し

た
。

　

私
た
ち
の
地
域
で
農
業
の
生
産

を
と
お
し
て
一
村
一
品
と
６
次
産
業

化
を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
ほ

と
ん
ど
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た
さ
つ

ま
い
も
を
原
料
と
し
た
「
焼
酎
」

づ
く
り
に
着
目
し
て
の
こ
と
で
す
。

志
布
志
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
組

織
「
だ
い
や
め
」
が
焼
酎
（
創
年

の
志
）
を
自
ら
生
産
、
仕
込
み
ま

で
作
業
し
て
お
り
研
修
先
に
選
び

ま
し
た
。

　

ま
だ
薄
暗
く
４
時
半
の
目
が
さ

め
や
ら
ぬ
早
朝
出
発
、
片
道
約
11

時
間
の
道
の
り
で
し
た
。

　

参
加
者
は
、
こ
の
時
間
を
利
用

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
各
人
の

思
い
、
今
後
の
方
向
性
、
意
見
、

夢
等
雑
談
を
交
え
な
が
ら
貴
重
な

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

現
地
に
無
事
到
着
。
志
布
志
市
役

所
職
員
、
荒
平
さ
ん
の
ご
厚
意
で

現
地
の
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
を
し
ま

し
た
。
芋
づ
る
の
植
え
付
け
作
業

　

岡
田　

友
幸
様
（
亡　

母
）

　

佐
藤　

行
治
様
（
亡　

父
）

　

北
田
能
布
子
様
（
亡
義
兄
）

　

冨
岡　

哲
郎
様
（
亡　

妻
）

　

横
溝　

仁
志
様
（
亡　

父
）

　

北
田
能
布
子
様
（
亡
義
兄
）

　

佐
藤　

行
治
様
（
亡　

父
）

　

岡
本
好
範
・
綾
子
さ
ん

　
　

女
の
子　

実
桜
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
（
５
月
27
日
生
ま
れ
）
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第６号
発　行　
　県の里まちづくり推進協議会
　県主地区自治連合協議会
　県　主　公　民　館
　県主地区社会福祉協議会






























県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

門
田
楽
寿
会
へ

西
方
楽
寿
会
へ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

出
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

を
対
象
と
し
た
土
曜
学
習

の
開
催
を
、
年
11
回
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

年
々
、
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
く
中
、
県
主
地

区
も
、
高
齢
化
率
が
31
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
、
生
涯
学
習

の
拠
点
と
し
て
、
三
世
代

の
人
た
ち
が
、
集
い
・
学

び
・
交
流
し
・
絆
を
深
め

て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、

公
民
館
職
員
と
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
の
方
た
ち
を
中

心
と
し
て
、
日
々
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
、
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

８
月
13
日…

盆
踊
り

９
月
14
日…

敬
老
会

10
月
５
日…

市
民
体
育
祭

10
月
26
日…

か
か
し
ま
つ
り

11
月
９
日…

ハ
ウ
ス
祭
り

12
月
29
日…

公
民
館
大
掃
除

１
月
３
日…

新
年
互
礼
会

に
加
わ
り
、
約
１
反
２
畝
の
畑
に

総
勢
30
名
で
芋
の
苗
を
約
４
千
本
、

40
分
程
で
植
え
ま
し
た
。
思
っ
て
い

た
よ
り
も
簡
単
に
で
き
、
こ
れ
な

ら
帰
っ
て
も
出
来
る
ぞ
と
自
信
が
つ

き
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の

歓
迎
会
で
は
、
焼
酎
会
社
の
社
長

や
市
議
会
議
員
、志
布
志
市
の
方
々

40
名
で
、お
互
い
に
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
主
に
も
来

て
も
ら
う
約
束
も
頂
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
朝
８
時
半
に
出
発
し

芋
づ
る
２
千
本
を
バ
ス
に
積
み
込
み
、

途
中
福
山
町
の
黒
酢
工
場
を
見
学

し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

人
と
人
と
の
繋
が
り
、
故
郷
の
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
き
想
い
が
膨
ら

み
、
と
て
も
元
気
の
も
ら
え
た
素

晴
ら
し
い
研
修
で
し
た
。

地
元
の
一
番
創
出
事
業

み　

お

み
の
り
の
里
部
会

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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県
主
公
民
館　

館
長　
　

山
本
勝
禧

み
の
り
の
里
部
会　

蔵
本　

正

「
６
次
産
業
研
修
視
察
」

使　　用　　料, 36

交　　際　　費, 30

委　　託　　料, 15

負　　担　　金, 10

予　　備　　費, 49

事業別
決算内訳
合計  2,415
単位：千円

地域事業費, 1052

需　　用　　費, 629

報　　償　　費,　215

備品購入費, 99

運営審議会, 95

役　　務　　費, 85

団体助成費, 100

８
月
13
日(

水)

　

行
事…

盆
踊
り
大
会

　

場
所…

小
学
校
運
動
場

10
月
５
日(

日
）

　

行
事…

第
49
回
市
民
体
育
祭

　

場
所…

井
原
市
陸
上
競
技
場

11
月
９
日
（
日
）

　

行
事…

第
36
回
ハ
ウ
ス
祭
り

　

場
所…

小
学
校
運
動
場
・
体
育
館

12
月
７
日
（
日
）

　

行
事…

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会

　

場
所…

井
原
市
Ｇ
Ｇ
場

27
年
１
月
３
日
（
土
）

　

行
事…

新
年
互
礼
会

　

場
所…

県
主
公
民
館

平
成
25
年
度
公
民
館
決
算
内
訳

館
長
就
任
の
ご
挨
拶

▲ 熱い想いを胸に県の里に芋の植え付け

今
年
度
の
主
な
公
民
館
行
事

●パソコン講座生募集●
公民館でパソコン講座を行います。
希望者は公民館にお問い合せ下さい。



館
長
就
任
の
ご
挨
拶

●パソコン講座生募集●


